
　
　

【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年11月８日

【四半期会計期間】 第48期第２四半期(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

【会社名】 株式会社アグレックス

【英訳名】 AGREX INC.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長    山  口  勝  規

【本店の所在の場所】 東京都新宿区西新宿二丁目６番１号  新宿住友ビル

【電話番号】 03(5321)9561(代表)

【事務連絡者氏名】 経理部長    大  條  光  法

【最寄りの連絡場所】 東京都新宿区西新宿二丁目６番１号  新宿住友ビル

【電話番号】 03(5321)9561(代表)

【事務連絡者氏名】 経理部長    大  條  光  法

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

EDINET提出書類

株式会社アグレックス(E05142)

四半期報告書

 1/21



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第47期
第２四半期
連結累計期間

第48期
第２四半期
連結累計期間

第47期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 13,494,045 13,651,796 27,228,029

経常利益 (千円) 304,245 173,863 669,027

四半期(当期）純損失
(△)

(千円) △87,314 △8,198 △138,501

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) △98,071 △22,183 △152,644

純資産額 (千円) 8,264,851 7,862,475 8,074,246

総資産額 (千円) 12,741,662 12,210,599 12,418,896

１株当たり四半期(当
期）純損失金額(△)

(円) △8.38 △0.79 △13.26

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 64.64 64.07 64.78

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 641,786 393,685 919,886

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △295,893 △482,581 △984,948

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △377,110 △218,858 △527,971

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,941,298 2,071,728 2,379,482

　

回次
第47期
第２四半期
連結会計期間

第48期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利
益金額又は純損失金額
(△)

(円) △7.96 5.09

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第47期第２四半期連結累計期間、第47期及

び第48期第２四半期連結累計期間は潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期（当期）純損失であるた

め記載しておりません。

４．第47期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災やその後の原発問題などで落ち込

みましたが、復旧・復興需要などを下支えとして上向きつつあります。しかしながら、まだ震災前のレベ

ルまで回復しておらず、加えて円高や欧州での財政問題等による海外の景気減速なども影響し、先行きに

ついては不透明な状況が続いております。

当社グループの属する情報サービス業界に関しましては、クラウドサービスやディザスタリカバリー

対策によるIDCの利用増加などにより徐々に持ち直しつつあるものの、東日本大震災以降の業務量減少や

企業のIT投資抑制などにより、引き続き厳しい状況となりました。

こうした中、当社グループでは、震災の影響などにより入力・事務業務が縮小したものの、メディカル

系支援サービスやシステム開発、ソフトウェア販売が伸長したことにより、売上高は前年同期比増収とな

りました。

一方、利益面では、入力・事務などの業務において稼働が落ち込み、粗利率が低下したことなどから、営

業利益、経常利益ともに前年同期比減益となるとともに、四半期純損失となりました。

以上により、売上高は136億51百万円（前年同期比1.2％増）、営業利益は１億52百万円（前年同期比

47.5％減）、経常利益は１億73百万円（前年同期比42.9％減）、四半期純損失８百万円（前年同期は87百

万円の四半期純損失）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりとなります。

ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）は、メディカル系支援サービスや決済・回収業務が伸長し

たものの、震災の影響などにより保険やカード会社からの入力・事務業務が大きく減少したことなどか

ら、売上高は84億23百万円（前年同期比0.7％減）となりました。

ソフトウェアソリューション（SS）は、「TRILLIUM」の周辺開発や、取り組みを強化しているクラウド

サービス「Oracle CRM On Demand」などが売上に寄与したことなどから、売上高は９億４百万円（前年

同期比7.4％増）となりました。

システムインテグレーション（SI）は、銀行の合併・統合案件を含むシステム開発全般が好調を維持

したことなどから、売上高は43億14百万円（前年同期比3.8％増）となりました。

その他システム機器販売等は、システム開発に付随する情報機器の販売と保険代理店収入等で、売上高

は８百万円（前年同期比28.6％減）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、20億71百万円となり、前連結会計

年度末と比較して３億７百万円の減少となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

　
 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は３億93百万円の増加（前年同期は６億41百万円の増加）と

なりました。主な増加要因は売上債権の減少額２億91百万円、減価償却費計上額２億83百万円であり、主

な減少要因は、法人税等の支払額３億15百万円であります。

 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は４億82百万円の減少（前年同四半期は２億95百万円の減

少）となりました。主な減少要因は短期貸付による支出５億円、主な増加要因は有価証券の売却による収

入３億円であります。

 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は２億18百万円の減少（前年同四半期は３億77百万円の減

少）となりました。主な減少要因は、配当金の支払額１億33百万円、自己株式の取得による支出63百万円

であります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は11百万円であります。研究開発活動の状況に重要な

変更はありません。

　
(5) 従業員の状況

当第２四半期連結累計期間において、従業員数（就業人員数）の著しい変動はありません。

　
(6) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
　

(7) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,500,00010,500,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株であります。

計 10,500,00010,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

第４回新株予約権

決議年月日 平成23年７月29日

新株予約権の数(個) 166

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式  単元株式数100株

新株予約権の目的となる株式の数(株) 16,600

新株予約権の行使時の払込金額(円) 株式１株当たり１円とする。

新株予約権の行使期間
自  平成23年８月20日
至  平成48年８月19日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

株式１株当たりの発行価格  570
株式１株当たりの資本組入額  285

新株予約権の行使の条件 （注）１

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入れその他の処分は認めないものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）２

（注）１．新株予約権の行使の条件は、以下のとおりであります。

①本新株予約権の割当てを受けた者(以下、「新株予約権者」という。)は、当社の取締役の地位を喪失した日の

翌日以降10日間に限り、新株予約権を行使することができる。

②新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使することができる。

③その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」の定めによる。
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２．当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転（以

上を総称して以下「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点におい

て残存する新株予約権の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号のイから

ホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交

付することとする。この場合において、残存する新株予約権は消滅するものとする。ただし、以下の条件に

沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計

画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

イ  交付する再編対象会社の新株予約権の数

組織再編行為の効力発生の時点において残存する新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数

と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

ロ  新株予約権の目的となる再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

ハ  新株予約権の目的となる再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案のうえ、目的となる株式数につき合理的な調整がなされた数とする。ただし、

調整により生じる1株未満の端数は切り捨てる。

ニ  新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

調整した再編後の行使価額に新株予約権の目的となる株式の数を乗じて得られる金額とする。

ホ  新株予約権を行使することができる期間

新株予約権の行使期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、新株予約権の

行使期間に定める新株予約権を行使することができる期間の満了日までとする。

ヘ  譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得は、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

ト  新株予約権の行使の条件

（注）１に準じて決定する。

チ  再編対象会社による新株予約権の取得事由及び条件

①当社は、新株予約権者が（注）１の権利行使の条件に該当しなくなった等により権利を行使し得なくなっ

た場合または権利を放棄した場合、新株予約権を無償で取得することができるものとする。

②当社は、以下の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要な場合は、当社の取締

役会決議がなされた場合）は、取締役会が別途定める日に、新株予約権を無償で取得することができる。

ⅰ  当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

ⅱ  当社が分割会社となる会社分割契約または会社分割計画承認の議案

ⅲ  当社が完全子会社となる株式交換契約または株式移転計画承認の議案

③新株予約権者が新株予約権割当契約の条項に違反した場合、当社は新株予約権を無償で取得することがで

きる。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

  平成23年７月１日～
  平成23年９月30日

― 10,500,000 ― 1,292,192 ― 1,493,807
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＩＴホールディングス株式会社 東京都千代田区内幸町1-2-2 5,254 50.0

アグレックス社員持株会 東京都新宿区西新宿2-6-1 525 5.0

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海1-8-11 279 2.7

羽鳥  宏 神奈川県足柄下郡湯河原町 123 1.2

第一生命保険株式会社
（常任代理人  資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

東京都中央区晴海1-8-12 100 1.0

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内1-2-1 80 0.8

三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川2-27-2 80 0.8

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋1-9-1 65 0.6

山口  勝規 埼玉県東松山市 61 0.6

鈴木  意継 埼玉県さいたま市北区 46 0.4

計 ― 6,616 63.0

(注) １．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、以下のとおりであります。

       日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社      274千株

２．上記のほか当社は自己株式122千株保有しております。

３．「発行済株式総数に対する所有株式数の割合」については、小数点第２位の数値を四捨五入により記載して

おります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式     122,100 ―
１(1) ②発行済株式の「内容」欄に
記載のとおりであります。

完全議決権株式(その他) 普通株式  10,376,300103,763 同上

単元未満株式 普通株式       1,600 ― ―

発行済株式総数 10,500,000 ― ―

総株主の議決権 ― 103,763 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社アグレックス
東京都新宿区西新宿2-6-1　
新宿住友ビル

122,100 ― 122,100 1.2

計 ― 122,100 ― 122,100 1.2

（注）「発行済株式総数に対する所有株式数の割合」については、小数点第２位の数値を四捨五入により記載しておりま

す。

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,322,429 2,017,658

受取手形及び売掛金 3,683,591 3,474,705

有価証券 301,303 201,346

仕掛品 437,490 475,129

原材料及び貯蔵品 10,258 11,130

繰延税金資産 621,639 614,502

その他 563,352 881,136

貸倒引当金 △17,335 △3,373

流動資産合計 7,922,729 7,672,236

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 409,029 403,131

機械装置及び運搬具（純額） 183,070 164,892

工具、器具及び備品（純額） 409,473 364,400

土地 205,976 205,976

リース資産（純額） 167,183 320,451

有形固定資産合計 1,374,733 1,458,852

無形固定資産

のれん 285,588 180,650

ソフトウエア 566,524 734,605

その他 280,601 171,152

無形固定資産合計 1,132,714 1,086,408

投資その他の資産

投資有価証券 432,756 416,693

敷金及び保証金 1,090,236 1,081,835

繰延税金資産 330,145 354,007

その他 136,596 141,888

貸倒引当金 △1,015 △1,323

投資その他の資産合計 1,988,718 1,993,101

固定資産合計 4,496,166 4,538,363

資産合計 12,418,896 12,210,599
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 398,054 329,878

未払費用 1,055,314 1,010,270

未払法人税等 348,368 211,432

賞与引当金 1,189,743 1,198,691

その他の引当金 5,000 2,000

その他 582,637 646,576

流動負債合計 3,579,118 3,398,849

固定負債

退職給付引当金 558,461 608,475

リース債務 147,181 286,163

その他 59,888 54,635

固定負債合計 765,531 949,274

負債合計 4,344,650 4,348,123

純資産の部

株主資本

資本金 1,292,192 1,292,192

資本剰余金 1,493,807 1,493,807

利益剰余金 5,351,996 5,207,783

自己株式 △47,017 △110,034

株主資本合計 8,090,979 7,883,748

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △45,908 △59,893

その他の包括利益累計額合計 △45,908 △59,893

新株予約権 29,175 38,620

純資産合計 8,074,246 7,862,475

負債純資産合計 12,418,896 12,210,599
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 13,494,045 13,651,796

売上原価 11,208,403 11,499,912

売上総利益 2,285,641 2,151,884

販売費及び一般管理費 ※1
 1,994,737

※1
 1,999,084

営業利益 290,904 152,799

営業外収益

受取利息 1,875 2,378

保険返戻金 2,408 1,746

貸倒引当金戻入額 2,933 13,352

その他 12,088 12,642

営業外収益合計 19,305 30,120

営業外費用

支払利息 2,502 3,471

持分法による投資損失 84 －

創立費償却 1,226 －

開業費償却 1,551 －

支払補償費 － 3,095

その他 599 2,488

営業外費用合計 5,964 9,055

経常利益 304,245 173,863

特別利益

固定資産売却益 － 1,666

特別利益合計 － 1,666

特別損失

固定資産除却損 1,987 8,973

投資有価証券評価損 6,638 1,816

事務所移転費用 64,118 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 110,538 －

減損損失 18,030 －

特別損失合計 201,313 10,790

税金等調整前四半期純利益 102,932 164,740

法人税、住民税及び事業税 300,049 182,169

法人税等調整額 △106,658 △9,230

法人税等合計 193,391 172,938

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △90,459 △8,198

少数株主損失（△） △3,144 －

四半期純損失（△） △87,314 △8,198

EDINET提出書類

株式会社アグレックス(E05142)

四半期報告書

13/21



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △90,459 △8,198

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,612 △13,984

その他の包括利益合計 △7,612 △13,984

四半期包括利益 △98,071 △22,183

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △94,926 △22,183

少数株主に係る四半期包括利益 △3,144 －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 102,932 164,740

減価償却費 262,596 283,689

のれん償却額 106,663 104,938

賞与引当金の増減額（△は減少） 114,344 8,947

退職給付引当金の増減額（△は減少） 46,004 50,014

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,666 △13,653

受取利息及び受取配当金 △2,549 △3,185

支払利息 2,502 3,471

持分法による投資損益（△は益） 84 －

固定資産除却損 46,596 8,973

売上債権の増減額（△は増加） 360,150 291,550

たな卸資産の増減額（△は増加） △265,335 △38,511

仕入債務の増減額（△は減少） △25,463 △68,175

未払費用の増減額（△は減少） △36,317 △49,368

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,494 △16,788

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 110,538 －

その他 102,948 △19,300

小計 915,535 707,340

利息及び配当金の受取額 3,170 4,303

利息の支払額 △2,079 △3,191

法人税等の還付額 2,464 476

法人税等の支払額 △277,304 △315,244

営業活動によるキャッシュ・フロー 641,786 393,685

投資活動によるキャッシュ・フロー

短期貸付けによる支出 △200 △500,000

短期貸付金の回収による収入 210 200,100

有価証券の取得による支出 △300,000 △200,000

有価証券の売却による収入 100,000 300,000

有形固定資産の取得による支出 △166,202 △95,288

無形固定資産の取得による支出 △113,936 △163,746

投資有価証券の取得による支出 △1,091 △11,152

投資有価証券の売却及び償還による収入 220,320 3,450

その他 △34,993 △15,943

投資活動によるキャッシュ・フロー △295,893 △482,581

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 400,000 400,000

短期借入金の返済による支出 △630,000 △400,000

配当金の支払額 △136,290 △133,349

自己株式の取得による支出 － △63,017

その他 △10,819 △22,490

財務活動によるキャッシュ・フロー △377,110 △218,858

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31,217 △307,754

現金及び現金同等物の期首残高 2,972,516 2,379,482

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,941,298

※1
 2,071,728
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
  至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び

金額は、次のとおりであります。

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び

金額は、次のとおりであります。

給与賞与手当 738,413千円

地代家賃 217,507千円

賞与引当金繰入額 164,146千円

採用費 22,541千円

のれん償却額 106,663千円
 

給与賞与手当 624,198千円

地代家賃 197,086千円

賞与引当金繰入額 226,726千円

採用費 40,449千円

のれん償却額 104,938千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係

(平成22年９月30日現在)

現金及び預金勘定 2,881,284千円

有価証券
（追加型公社債投資信託）

101,263千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△41,250千円

現金及び現金同等物 2,941,298千円
 

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係

(平成23年９月30日現在)

現金及び預金勘定 2,017,658千円

有価証券
（追加型公社債投資信託）

101,346千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△47,275千円

現金及び現金同等物 2,071,728千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日
定時株主総会

普通株式 134,946 13.0平成22年３月31日 平成22年６月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

  会計期間の末日後となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月29日
取締役会

普通株式 136,014 13.0平成22年９月30日 平成22年12月７日 利益剰余金

　
Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月22日
定時株主総会

普通株式 136,014 13.0平成23年３月31日 平成23年６月23日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

  会計期間の末日後となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月28日
取締役会

普通株式 103,778 10.0平成23年９月30日 平成23年12月９日 利益剰余金

　

EDINET提出書類

株式会社アグレックス(E05142)

四半期報告書

17/21



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

ビジネス
プロセス
アウト
ソーシン
グ

ソフト
ウェアソ
リュー
ション

システム
インテグ
レーショ
ン

その他
システム
機器販売
等

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,481,192842,5504,157,71312,58813,494,045 － 13,494,045

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 8,481,192842,5504,157,71312,58813,494,045 － 13,494,045

セグメント利益 1,326,676335,968619,9733,0232,285,641△1,994,737290,904

（注）１．セグメント利益の調整額△1,994,737千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,994,737千円で

あります。全社費用は、販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要な負ののれんの発生益の

認識はありません。

　
Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

ビジネス
プロセス
アウト
ソーシン
グ

ソフト
ウェアソ
リュー
ション

システム
インテグ
レーショ
ン

その他
システム
機器販売
等

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,423,345904,8294,314,6278,99413,651,796 － 13,651,796

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 8,423,345904,8294,314,6278,99413,651,796 － 13,651,796

セグメント利益 1,147,957407,313595,3101,3022,151,884△1,999,084152,799

（注）１．セグメント利益の調整額△1,999,084千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,999,084千円で

あります。全社費用は、販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

  該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△)(円) △8.38 △0.79

（算定上の基礎） 　 　

  四半期純損失金額(△)(千円) △87,314 △8,198

  普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

  普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △87,314 △8,198

  期中平均株式数(千株) 10,421 10,417

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

（自己株式の取得）

当社は、平成23年10月28日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適

用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

１．理由                  経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため

２．取得する株式の種類    普通株式　

３．取得する株式の数      150,000株（上限）

４．株式取得価額の総額    120,000千円（上限）　　　　　

５．自己株式取得の期間    平成23年11月１日～平成24年３月31日

 

２ 【その他】

平成23年10月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………103,778千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月９日

    （注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成23年11月４日

　
株式会社アグレックス

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    江    口          潤    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    山          修    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    唐    澤    正    幸    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アグレックスの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アグレックス及び連結子会社の平成

23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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